
脩)

←

百
年
に
一
度
の
大
不
況
、

就
職
大
氷
河
期
と
言
わ
れ
、

皆

が
必
死
に
乗
り
越
え
よ
う
と
も
が
い
て
い
ま
す
が
、

そ
の
波

は
現
役
高
校
生
を
も
巻
き
込
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

か

つ
て
就
職
率
百
％
と
言
わ
れ
た
母
校
の
今
が
気
に
な
り
、

担

当
の
熊
澤
先
生
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
ｌ
　
就
職
状
況
に
つ
い
て

十
二
月
末
現
在
、

縁
故
、

公
務
員
を
含
め
四
十
九
名
が
内
定

し
て
い
ま
す
。

就
職
内
定
率
は
前
年
同
期
と
同
じ
百
％
で
す
。

卒
業
生
の
方
々
が
築
い
て
下
さ
っ
た
伝
統

「九
里
は
明
る
く
素

直
で
意
欲
的
」
を
汚
さ
な
い
よ
う
在
校
生
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
　
進
学
希
望
者
の
割
含
と
傾
向
に
つ
い
て
　
料

二
十
二
年
度
の
進
学
希
望
者
は
六
十
％
で
、

　
料

大
短
二
十
六
％
、

専
門
三
十
四
％
で
す
。

分
野

中

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

医
療
、

福
祉
、

保

中

育
な
ど
の
希
望
が
増
え
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
料

Ｑ
３
　
四
年
制
大
学
、

短
大
、

専
門
学
校
の
比

申

率
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料

進
学
全
体
の
中
で
、

四
年
制
大
学
が
三
十

一　
中

％
、

専
門
学
校
が
五
十
六
％
で
す
。

進
学
率
は

申

近
年
六
十
～
七
十
％
で
、

短
大
は
減
少
傾
向
に

綿

あ
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

「学
習
に
も
部
活
に
も
進
路
に
も
一
生
懸
命

料

な
九
里
」を
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
下
さ
い。
串

尚
、

進

路

に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「自
分

の
進
路
に
満

足
」
が
本
校
九
十
三

％
（全
国
七
十
七
％
）

と
な

っ
て
い
ま
す
。

●
　
同
窓
生
の
集
い

（総
会
）
は
、

六
月
二
十

五
日
働
で
す
。

そ
の
運
営
担
当
は
卒
業
し
た

年
が
○
と

一
の
つ
く
学
年
昭
和
三
〇
、

三
十

一
、

四
〇
、

四
十

一
、

五
〇
、

五
十

一
、

六
〇
、

六
十

一
、

平
成
元
年
、

一
〇
年
、

十

一
、

二
〇
、

二
十

こ

で
す
。

詳
し
く
は
別
紙
を
参
照
の
上
、

申
し
込
み

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

左
記
ア
ド
レ
ス
か
ら
も
お
申
し
込
み

頂
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス

Ｊ
キキ
ロ
＼
＼
坐
一，
パ
⊆
コ
〇
ユ
Ｄ
Ｏ
く

投
稿
は
メ
ー
ル
、

封
書
、

は
が
き
で
お
送
り

下
さ
い
。

０
メ
ー
ル
あ
て
先

ａ
Ｏ
ｃ
ω
Ｏ
ｃ
ａ
常
耳
卜
本
ｃ
Ｄ
Ｏ
■
‐Ｊ
・Ｏ
α
」
０

の
封
圭
日、
は
が
き

（表
紙
の
住
所
を
ご
覧
下
さ
い
）

自分の進路に
満足

騨 ゝ

【大学・短大・医療系専門】

山形大学、福島大学、琉

球大学、東北芸術工科大

学、東北学院大学、宮城

学院女子大学、東北福祉

大学、東北薬科大学、仙

台大学、明治大学、法政

大学、龍谷大学、東洋大

学、専修大学、駒沢大学、

亜細亜大学、城西大学、

国際医療福祉大学、米沢

女子短期大学、東北文京

大学短期部、三友堂病院

看護専門学校、北里大学

保健衛生学院、山形医療

技術 (専)等

教
え
て
く
だ
さ
い

団
体
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

参
加

の
経
験
談

校
長
先
生
の

「学
園
近
況
」
に
あ
り
ま
す
が
、

九
里
学
園

で
は
今
年
百
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
に
当
た
り
今

ま
で
あ
っ
た

「部
活
動
後
援
会
」
を
再
編
し
、

体
育
系

・
文

化
系
の
部
活
動
を
よ
り
広
く
、

そ
し
て
強
力
に
支
え
ら
れ
る

よ
う
な
も
の
に
パ
ワ
ー
ア
ツ
プ
し
て
い
く
予
定
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、

各
部
の
永
い
歴
史
を
整
理
し
ま
と
め
る
作
業
に

今
年
度
は
取
り
組
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
だ
ま
だ
本
校
で
把
握
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
は
足
り
な

い
の
で
、

同
窓
生
の
皆
様
か
ら
情
報
を
頂
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

「初
め
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
行
っ
た
よ
」
「国
体
で
頑
張
っ

た
！
」
と
い
っ
た
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

そ
の
時
の

メ
ン
バ
ー
や
思
い
出
の
盾
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
、

賞
状
、

写
真
が
あ
り
ま

し
た
ら
見
せ
て
頂
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
当
時
の
生
徒
は
知

っ
て
い
ま
す
が
、

時
と
共
に
薄
れ
、

歴
史
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ

た
華
々
し
い
記
録
を
改
め
て
掘
り
起
こ
し
、

現
役
世
代
へ
の
指
標
と

エ
ー
ル
と
し
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。
も
し
、

そ
の
記
録
等
を
お
持

ち
の
方
は
、

学
校
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
は
も
ち
ろ
ん
、

積
極
的
に

教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

* 米 * * * * * 来 * 米 * * 米 米 米 * * * * ネ * * * * * 本 来 * 米 * * * 米 * * * * * 米 来 * * * 米 米 * * * 来 * * * * 米

観曇豊剣
「笑い」ほ免疫力を上|ザ、

多<の 酸素を自然|こ取り入

れることが出来、心身共|こ

元気|こして<れ ます。また、

脳は作り笑いと本物の実い

を区別が出来なしヽそうです

から、大声で笑つて嫌なこ

とを吹き飛ばして、元気|こ

生活してしヽきましょう。

広告を募集します
一区画 5,000円

(3.5cm×5 cm)
この会報に掲載

希望の方を募集しています。

詳しくは同窓会事務局まで


